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7
月
31
日
㈫
か
ら
の
本
番
を
控
え
、
7
月
27
日
㈮
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お

や
べ
に
て
、
プ
レ
公
演
を
行
い
、
2
0
1
1
年
9
月
か
ら
約
2
年
間
に

亘
り
、
県
内
全
15
市
町
村
で
開
催
し
た
プ
レ
公
演
の
掉
尾
を
飾
り
ま
し

た
。
海
外
か
ら
お
招
き
す
る
団
体
と
県
内
団
体
が
共
演
す
る
プ
レ
公
演

は
、
今
回
チ
ェ
コ
か
ら
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
を
招
い
て
上
演
し
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
は
、
可
西
舞
踊
研
究
所
と
和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所
が
出
演

し
、「
青
空
悠
々
と
・
・
・
」
や
「
楽
し
く
て
う
れ
し
く
て
ず
っ
と
一
緒

に
い
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
ね
」
な
ど
6
演
目
を
披
露
し
、
躍
動
的
な
舞
台

を
展
開
。
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
は
、「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
　
パ
・
ド
・

ド
ゥ
」、「
セ
レ
ナ
ー
デ
」
な
ど
、
質
の
高
い
洗
練
さ
れ
た
舞
台
で
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
7
月
31
日
㈫
か
ら
8
月
5
日
㈫
ま
で
、
海
外
19
カ
国
18
団
体
、
県
外

16
団
体
、
県
内
45
団
体
、
3
，
0
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者
が
こ
こ
富

山
に
集
い
、
富
山
県
民
会
館
、
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
、
富
山
県
教

育
文
化
会
館
、
富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
）、

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
他
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
舞
台
芸
術
祭
は
、「
私
た
ち
が
未
来
を
き
ず
く
。」
を
テ
ー
マ
に
、

子
ど
も
と
大
人
が
協
力
し
て
、
子
ど
も
の
た
め
の
演
劇
や
舞
踊
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
の
舞
台
公
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
、

国
際
文
化
交
流
の
輪
を
広
げ
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
ア
ジ
ア
舞
台
芸

術
映
像
祭
も
開
催
し
、
ま
た
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
「
富
山
で
と
も

だ
ち
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
を
招
待
し
、
公
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
公
演
「
Ｗ
Ｅ
　
Ａ
Ｒ
Ｅ
　
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
！
」
を

皮
切
り
に
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
公
演
、
ふ
れ
あ
い
公
演
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
公
演

な
ど
に
、
延
べ
1
万
6
千
名
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
参
加
者
は
、
高
岡
の
七
夕
ま
つ
り
や
美
術
館
・
博
物
館
見
学
、

北
日
本
新
聞
納
涼
花
火
見
物
、
越
中
座
で
の
記
念
植
樹
・
茶
会
な
ど
を

通
し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
8
月
6
日
㈪
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
公
演
と
し
て
、
富
山
県
高

岡
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
チ
ェ
コ
の
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ
団
と
可
西
舞
踊
研

究
所
に
よ
る
、
ダ
ン
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」
を
上

演
し
ま
し
た
。

　
1
9
8
3
年
に
始
ま
り
、
富
山
で
第
9
回
目
と
な
る
こ
の
国
際
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
富
山
を
は
じ
め
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な

り
、
文
化
や
言
葉
の
壁
を
越
え
た
文
化
交
流
の
輪
を
広
げ
、
平
和
と
友

情
の
大
切
さ
を
国
内
外
に
発
信
し
ま
し
た
。

「とやま世界こども舞台芸術祭2012」（PAT2012）開催
海外19カ国18団体、県外16団体、県内45団体
3,000名を超える参加者が富山に集結

吉田泉PAT実行委員会会長の開会宣言
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「とやま世界こども舞台芸術祭2012」

福島・宮城・岩手の東北3県の子供たちとの記念写真

イブン・ダニャル劇団
（エジプト）
「ノウルと小さい鳥」

開会式前パフォーマンス「絆・KIZUNAプロジェクト」

横山慶子舞踊学園（福島県）―明日へ向かって―
・街道を行く　・Hana　・夏休みの探険

ボヘミアバレエ団（チェコ）「バレエ・ガラ」



3

第
49
回
理
事
会
・
第
25
回
総
会〈
臨
時
〉

　
㈳
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
の
第
49
回

理
事
会
は
、
10
月
19
日
㈮
午
後
2
時
よ

り
富
山
県
民
会
館
3
0
4
号
室
に
お
い

て
、
竹
野
博
和
県
生
活
環
境
文
化
部
文

化
振
興
課
長
を
来
賓
に
迎
え
、
理
事
、

参
事
、
監
事
な
ど
約
1
0
0
名
の
出
席

を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
来
年
（
平
成
25
年
）
4
月
1
日
に
一

般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る
に
あ
た
り
、

必
要
な
書
類
と
し
て
定
款
及
び
役
員
人

事
案
等
を
申
請
前
に
審
議
し
て
も
ら
う

た
め
、
臨
時
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
理
事
会
で
は
、
第
1
号
議
案
・
移
行

に
伴
う
定
款
の
変
更
案
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
、
正
会
員
が
個
人
単
位
で
は
な

く
団
体
（
当
協
会
に
お
い
て
は
加
盟
36

団
体
）
と
な
り
、
そ
の
正
会
員
を
も
っ

て
社
員
総
会
を
構
成
す
る
こ
と
や
、
最

高
顧
問
と
い
う
役
職
を
定
款
に
改
め
て

追
加
で
位
置
づ
け
た
こ
と
、
最
初
の
代

表
理
事
は
現
会
長
で
あ
る
小
泉
博
と
現

副
会
長
・
特
命
統
括
の
吉
田
泉
と
す
る

こ
と
等
の
説
明
が
あ
り
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴

う
法
改
正
で
、
一
般
社
団
法
人
で
も
、

透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
役
員
の
報
酬

等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
、
今
後
、

社
員
総
会
で
改
廃
の
決
議
を
行
う
こ
と
、

と
な
っ
て
お
り
、
第
2
号
議
案
と
し
て

移
行
に
伴
う
役
員
報
酬
等
に
関
す
る
規

定
案
に
つ
い
て
、
審
議
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
第
3
号
議
案
の

一
般
社
団
法
人
移
行
に
伴
う
役
員
人
事

案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　
第
4
号
議
案
で
は
、
平
成
24
年
度
事

業
変
更
に
つ
い
て
、
9
月
に
予
定
し
て

い
た
「
中
国
大
連
国
際
こ
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
中
国
側
の
事
情
で
再
度

延
期
と
な
り
、
来
年
度
に
変
更
と
な
っ

た
こ
と
や
、
そ
の
延
期
に
伴
い
当
初
は

来
年
度
に
予
定
し
て
い
た
「
と
や
ま
国

際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
2
0
1
2
」
を
今

年
度
開
催
（
11
月
6
日
㈫
〜
15
日
㈭
富

山
市
山
田
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
）
す
る

こ
と
に
な
り
、「
ハ
ン
ガ
リ
ー
美
術
工

芸
学
校
指
導
派
遣
交
流
事
業
」
が
学
校

側
の
事
情
で
中
止
、
ま
た
「
と
や
ま
舞

台
芸
術
祭
2
0
1
2
」
に
大
正
琴
公
演

（
平
成
25
年
3
月
3
日
㈰
県
高
岡
文
化

ホ
ー
ル
）
が
追
加
に
な
る
旨
の
説
明
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
3
時
か
ら
は
、
林
俊
信
県
生
活

環
境
文
化
部
長
と
理
事
会
に
引
き
続
き

竹
野
博
和
県
生
活
環
境
文
化
部
文
化
振

興
課
長
に
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ

き
、
臨
時
の
第
25
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
加
藤
淳
議
長
の
進
行
に
よ
り
、
理
事

会
と
同
様
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
審
議

し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
・
依
頼
事
項
で
は
、
今
後
の
事

業
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
と
、
第
61
回

富
山
県
芸
術
祭
実
施
報
告
書
の
提
出
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。

来年4月の「一般社団法人」への移行に伴う定款変更案を承認
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小
泉
邦
子
〈
語
り
・
劇
団
文
芸
座
〉、

可
西
舞
踊
研
究
所
〈
洋
舞
〉、
生
田
流

宮
城
社
富
山
地
区
〈
箏
・
十
七
絃
〉、

黒
川
邦
楽
院
〈
箏
・
十
七
絃
〉

　
9
月
30
日
㈰
、
邦
楽
公
演
「
幽
郷
の

雅
」（
午
前
・
午
後
2
回
公
演
／
黒
川

雅
皓
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）
と
音
楽
朗
読
劇

「
モ
リ
ー
先
生
と
の
火
曜
日
」（
午
後
1

回
公
演
／
可
西
晴
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）

が
利
賀
芸
術
公
園
で
同
時
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
利
賀
山
房
で
行
わ
れ
た
「
幽
郷
の

雅
」
で
は
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受

け
、
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
箏
曲

家
・
深
海
さ
と
み
氏
を
は
じ
め
、
尺
八

の
藤
原
道
山
氏
、
富
山
が
誇
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
黒
川
真
理
氏
ら
、
邦
楽
界

の
最
前
線
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん
が
利
賀

に
集
結
し
、「
万
葉
絵
巻
〜
月
に
よ
せ

て
〜
」（
台
本
：
久
泉
迪
雄
）
他
計
6

演
目
を
披
露
し
、
漆
黒
の
舞
台
に
響
き

渡
る
洗
練
さ
れ
た
音
色
で
観
客
を
幽
玄

の
世
界
に
誘
い
ま
し
た
。

【
出
演
者
】（
敬
称
略
）

深
海
さ
と
み
〈
箏
・
三
絃
〉、
藤
原
道

山
〈
尺
八
〉、
大
谷
祥
子
、
遠
藤
千
晶
、

黒
川
真
理
〈
箏
・
十
七
絃
〉、
藤
舎
呂
凰
、

福
原
鶴
之
助
〈
鼓
〉、
藤
舎
推
峰
〈
笛
〉、

　
利
賀
山
房
で
行
わ
れ
た
ミ
ッ
チ
・
ア

ル
ボ
ム
原
作
の
「
モ
リ
ー
先
生
と
の
火

曜
日
」
は
、
難
病
に
侵
さ
れ
た
モ
リ
ー

先
生
と
そ
の
教
え
子
の
間
で
行
わ
れ

た
、
二
人
だ
け
の
〝
人
生
の
授
業
〞
を

描
い
た
作
品
。
日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア

ニ
ス
ト
で
あ
り
音
楽
家
の
小
原
孝
氏
が

音
楽
監
督
を
務
め
、
音
楽
家
2
名
と
俳

優
3
名
が
、
心
揺
さ
ぶ
る
音
楽
や
歌
と

朗
読
で
、
観
客
ら
に
愛
、
家
族
の
大
切

さ
を
問
い
ま
し
た
。

【
出
演
者
】（
敬
称
略
）

光
枝
明
彦
〈
モ
リ
ー
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
〉、

吉
原
光
夫
〈
ミ
ッ
チ
・
ア
ル
ボ
ム
〉、

土
居
裕
子
〈
ジ
ャ
ニ
ー
ン
・
ア
ル
ボ

ム
〉、
小
原
孝
〈
音
楽
監
督
・
ピ
ア
ノ

演
奏
〉、
真
部
裕
〈
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
〉

【
脚
本
・
訳
詞
】
　
　
　　
高
橋
知
伽
江

【
演

　
　
　出
】
　
　
　　
山
崎
　
義
也

【
企
画
・
原
案
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
演
出
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
料
　
拓
也

　
　と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
2

黒
川
雅
皓
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　邦
楽
公
演「
幽
郷
の
雅
」

可
西
晴
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　音
楽
朗
読
劇「
モ
リ
ー
先
生
と
の
火
曜
日
」

「さらし幻想曲」より 左から  黒川真理氏、深海さとみ氏、藤原道山氏

「茉莉花」より 左から  遠藤千晶氏、大谷祥子氏、黒川真理氏、藤原道山氏

藤舎呂凰氏 藤舎推峰氏福原鶴之助氏可西舞踊研究所 小泉邦子氏

「モリー先生との火曜日」

む い か
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県
内
の
芸
術
関
係
者
の
中
か
ら
ゴ
ル

フ
愛
好
者
が
集
い
、
10
月
2
日
㈫
富
山

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
、
第
7

回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
「
北
日
本
新

聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た

が
、
大
会
長
で
あ
る
河
合
隆
北
日
本
新

聞
社
代
表
取
締
役
会
長
を
は
じ
め
34
名

が
白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　
芸
文
協
鑑
賞
会
員
の
小
松
利
則
さ
ん

が
見
事
総
合
優
勝
さ
れ
、
河
合
隆
北
日

本
新
聞
社
代
表
取
締
役
会
長
と
劇
団
文

芸
座
の
平
田
義
人
さ
ん
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

コ
ー
ス
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
プ
レ
ー
後
、
同
ク
ラ
ブ
で
表
彰
式
と

懇
親
会
が
開
か
れ
、
各
賞
の
受
賞
者
に

賞
品
が
贈
ら
れ
、
上
位
入
賞
者
に
は
河

合
隆
北
日
本
新
聞
社
代
表
取
締
役
会
長

よ
り
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
次
回
も
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

第
7
回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

「
北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」

　
第
37
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展
が
9

月
8
日
㈯
か
ら
11
日
㈫
ま
で
の
4
日

間
、
富
山
県
民
会
館
美
術
館
、
地
下
展

示
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
B
C
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、

書
、
写
真
の
6
部
門
に
、
創
造
性
あ
ふ

れ
る
力
作
1
、
5
6
4
点
が
寄
せ
ら

れ
、
入
賞
・
入
選
作
品
の
9
7
3
点
が

一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
8
日
㈯
の
開
会
式
は
増
山
理
恵
さ
ん

の
フ
ル
ー
ト
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
山
辺

真
衣
さ
ん
（
可
西
舞
踊
研
究
所
）
の
司

会
で
進
め
ら
れ
、
こ
の
美
術
展
に
寄
せ

ら
れ
た
砺
波
高
校
2
年
加
賀
見
智
子
さ

ん
の
詩
が
堀
井
星
来
さ
ん
（
可
西
舞
踊

研
究
所
）
に
よ
っ
て
朗
読
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
午
後
3
時
か
ら
は
県
民
会
館

4
0
1
号
室
で
、
熊
谷
喜
美
子
県
彫
刻

家
連
盟
委
員
長
に
よ
る
「
私
を
導
い
た

人
と
彫
刻
」
と
題
し
た
美
術
講
座
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
主
な
作
品
は
、
県
民
会
館

で
開
催
さ
れ
た
「
県
民
芸
術
文
化
祭

2
0
1
2
」
の
生
活
文
化
展
で
も
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

第
37
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展

美術講座　講師　熊谷喜美子先生
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8
月
9
日
㈭
か
ら
17
日
㈮
に
か
け

て
、「
こ
ど
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事

業
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
舞
踊
家
を
育

成
し
、
中
国
が
世
界
に
誇
る
遼
寧
省
の

遼
寧
バ
レ
エ
学
校
で
、
田
中
秀
子
バ
レ

エ
研
究
所
の
研
究
生
が
バ
レ
エ
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
（
利
田
み
さ
き
団
長
）。

2
0
0
6
年
に
初
め
て
行
わ
れ
、
第
6

回
目
を
迎
え
る
今
年
の
研
修
に
は
、
12

歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
研
究
生
9
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
優
れ
た
技
術
を
吸
収
す
べ
く
、
研
修

生
ら
は
バ
レ
エ
の
レ
ッ
ス
ン
に
集
中
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
富
山
の
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
表
現
や

技
術
に
磨
き
を
か
け
、
心
身
と
も
に
鍛

え
ら
れ
、
ま
た
一
回
り
大
き
く
成
長
し

て
帰
国
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
究
生
の
松
倉
真
玲
さ
ん

（
15
）
は
、
研
修
終
了
後
も
遼
寧
バ
レ

エ
学
校
の
推
薦
で
そ
の
ま
ま
留
学
し
、

バ
レ
リ
ー
ナ
を
目
指
し
修
練
を
積
ん
で

い
ま
す
。

こ
ど
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事
業

　田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究
所
を
派
遣

　
平
成
24
年
度
の
芸
文
協
表
彰
式
は
、

11
月
1
日
㈭
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
、

富
山
県
民
会
館
3
0
4
号
室
で
、
来
賓

と
し
て
林
俊
信
県
生
活
環
境
文
化
部
部

長
、
中
沖
豊
芸
文
協
最
高
顧
問
、
河
合

隆
北
日
本
新
聞
社
代
表
取
締
役
会
長
の

臨
席
を
得
て
、
挙
行
し
ま
し
た
。

　
特
別
功
労
者
表
彰
は
、
こ
れ
ま
で
茶

道
を
通
し
て
富
山
県
の
芸
術
文
化
の
振

興
と
発
展
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
故
・

藤
野
峰
晴
さ
ん（
5
月
御
逝
去
）に
贈
ら

れ
、
ご
遺
族
が
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
併
せ
て
、
感
謝
状
（
19
名
）、

奨
励
賞（
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞
含
む
30
名
）

の
贈
呈
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成
24
年
度

― 

特
別
功
労
者
表
彰
及
び
感
謝
状
・
奨
励
賞
贈
呈
式 

―

富
山
県
芸
術
文
化
協
会  

表
彰
式

富
山
県
芸
術
文
化
協
会  

表
彰
式

平
成
24
年
度

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
表
彰

　
　
　
（
敬
称
略
）

◎
特
別
功
労
者
表
彰

　
（故）
藤
野
　
峰
晴

◎
感
　
謝
　
状

　
　
西
田
　
節
子
　
　
小
野
　
淑
子

　
　
今
村
　
宗
静
　
　
上
田
　
宗
京

　
　
二
上
千
恵
子
　
　
中
村
　
育
峯

　
　
大
野
　
桂
遊
　
　
吉
野
　
櫻
山

　
　
瀬
尾
　
雅
臣
　
　
尾
上
　
彌
生

　
　
花
川
　
吉
蝶
　
　
常
清
　
幸
雄

　
　
廣
川
和
世
子
　
　
宮
﨑
　
孝
司

　
　
藤
井
　
雅
世
　
　
土
肥
　
千
里

　
　
石
川
　
雅
子
　
　
小
幡
久
美
子

　
　
作
道
智
恵
子

◎
奨
　
励
　
賞

　
　
瀧
根
　
秀
枝
　
　
道
木
　
雅
宝

　
　
北
川
雅
楽
乃
　
　
加
納
　
佑
成

　
　
山
本
　
一
誠
　
　
伊
東
　
康
孝

　
　
丸
山
美
由
紀
　
　
藤
間
紗
枝
葉

　
　
藤
間
勘
見
和
　
　
宇
野
津
達
也

　
　
木
村
純
一
郎
　
　
米
山
　
岳
麗

　
　
常
本
　
紫
織
　
　
四
十
谷
敏
子

　
　
米
田
小
百
合
　
　
橋
本
　
雪
乃

　
　
杉
江
　
咲
樹
　
　
倉
橋
　
萌
子

　
　
新
井
　
理
奈
　
　
川
口
　
涼
子

　
　
天
池
　
夏
希
　
　
竹
松
　
茉
那

　
　
梅
本
　
愛
弓
　
　
名
越
菜
由
花

　
　
松
倉
　
真
玲

◎
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞

　
　
廣
川
　
桃
子
　
　
堀
井
　
星
来

　
　
嶋
田
　
真
大
　
　
木
村
　
優
花

　
　
宮
林
　
弓
響

小泉博芸文協会長挨拶

故・藤野峰晴さんの
甥御さんの藤野壽雄氏
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第
35
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
11
月
３
日
㈯
・
㈷
〜
５
日
㈪

に
わ
た
り
、
富
山
県
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
新
た
に
、
文
芸

部
門
を
創
設
し
、
創
作
童
話
に
加
え
、

詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
創
作
童
話
1
1
9
点
、
詩
10

点
、
短
歌
2
4
1
点
、
俳
句
9
1
9
点
、

川
柳
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
展

示
部
門
で
は
、
児
童
画
3
5
6
点
、
書

8
2
5
点
、
写
真
35
点
、
童
画
14
点
の

応
募
が
あ
り
、
会
場
に
は
、
子
供
た
ち
の

楽
し
か
っ
た
思
い
出
や
身
近
な
も
の
を

題
材
に
し
た
意
欲
作
が
展
示
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
海
外
か
ら
の
特
別
展
示
と
し
て
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ
ド
ゥ
＝
ビ
ハ
ー
ル

県
、
中
国
遼
寧
省
、
韓
国
江
原
道
、
ロ

シ
ア
・
沿
海
地
方
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
ブ

ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
子
供
た
ち

の
児
童
画
1
3
5
点
と
、
今
夏
開
催
し

ま
し
た
「
と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸

術
祭
２
０
１
２
」
の
参
加
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
児
童
画
43
点
も
あ
わ
せ
て
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
海
外
の
子
供
た
ち
の
作

品
は
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
県
民
芸

術
文
化
祭
２
０
１
２
」
の
会
場
で
も
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ザ
ラ
県
ザ
ラ

エ
ゲ
ル
セ
グ
市
、
韓
国
江
原
道
、
ベ
ル

ギ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
子
供
た
ち

か
ら
創
作
童
話
６
作
品
が
特
別
に
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
４
日
㈰
の
演
示
部
門
で
は
、
県
内
11

団
体
の
子
供
た
ち
に
よ
る
器
楽
、
剣
詩

舞
、
洋
舞
、
日
舞
の
公
演
が
県
民
会
館

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
は
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
年
の
特
別
公
演
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
伝
統
芸
術
セ
ン
タ
ー
が
中

国
語
劇
「
ね
ず
み
の
娘
の
嫁
入
り
」（
台

本
：
蔡チ
ュ
ア
・

曙ス
ー
・

鵬ポ
ン

博
士
）を
上
演
し
、
登

場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
コ
ミ
カ
ル
な
演
技

で
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
終
演
後
に
は
、
伝
統
芸
術
セ
ン
タ
ー

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
の
各
人
に
金
メ
ダ

ル
が
、
ま
た
、
県
内
の
出
演
者
の
中
か

ら
22
名
に
奨
励
賞
が
芸
文
協
小
泉
会
長

よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
奨
励
賞
】
受
賞
者

　（順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　
日
下
　
　
葵
　
　
　
石
川
　
茉
優

　
　
宮
川
　
結
衣
　
　
　
鍋
田
　
愛
莉

　
　
藤
田
の
ど
か
　
　
　
松
田
　
華
奈

　
　
田
辺
　
和
香
　
　
　
荒
瀬
　
　
幹

　
　
山
岸
　
千
夏
　
　
　
渡
辺
　
莉
加

　
　
四
谷
　
美
菜
　
　
　
木
村
　
朱
里

　
　
本
川
　
紀
実
　
　
　
飯
久
保
　
愛

　
　
田
子
　
友
里
　
　
　
東
　
な
つ
み

　
　
岩
田
　
結
愛
　
　
　
尾
島
　
祥
子

　
　
改
井
　
天
音
　
　
　
川
波
　
千
紘

　
　
松
田
菜
々
子
　
　
　
北
河
　
　
詩

第
35
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　―
文
芸
部
門
を
新
設
―

　
9
月
15
日
㈯
か
ら
17
日
㈪
・
㈷
ま
で

の
3
日
間
、
富
山
県
民
会
館
に
て
「
県

民
芸
術
文
化
祭
2
0
1
2
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
T
O
Y
A
M
A
ヴ
ォ
ー
カ

ル
・
ソ
レ
イ
ユ
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
の

空
」
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
県
日
本
舞

踊
協
会
に
よ
る
祝
儀
舞「
松
の
三
番
叟
」

を
華
や
か
に
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
邦
楽
、
詩
舞
、
洋
舞
、
民
謡
、

合
唱
、
声
楽
、
吹
奏
楽
な
ど
、
県
内
団

体
に
よ
る
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
開
会
式
典
で
は
、
県
部
門
功
労
（
文

化
分
野
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
彰

者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。（
9
ペ
ー
ジ
、
お
よ
ろ
こ
び
の

人
々
参
照
）

　
ま
た
、
国
際
交
流
公
演
で
は
、
チ
ェ

コ
の
プ
ラ
ハ
芸
術
大
学
非
言
語
学
科
に

よ
る「
パ
ン
ト
マ
イ
ム
・
フ
ロ
ム
・
プ
ラ

ハ
『
マ
イ
ム
万
華
鏡
K
a
l
e
i
d
o 

s
c
o
p
e
　
o
f
　
M
i
m
e
』」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ン
ト
マ
イ

ム
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
シ
ア
タ
ー
、
コ
メ

デ
ィ
ー
、
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
コ
ミ
カ
ル
な
舞
台
に
、
観
客
は

興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
生
活
文
化
展
は
、
県
内
15
流
派
と
一

般
公
募
に
よ
る
い
け
ば
な
、
美
術
作
品

（
県
青
少
年
美
術
展
の
作
品
を
含
む
）

の
展
示
や
県
内
6
流
派
に
よ
る
お
茶
会

が
開
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
音
楽
、

舞
踊
な
ど
斬
新
で
創
造
性
に
富
ん
だ
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、ふ
る
さ
と

文
学
コ
ー
ナ
ー
で
は
7
月
に
開
館
し
た

高
志
の
国
文
学
館
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

県
民
芸
術
文
化
祭
2
0
1
2

展示部門

伝統芸術センター（シンガポール）

国際交流公演
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【
オ
ペ
ラ
部
門
】

　（
加
藤
與
志
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
9
月
8
日
㈯
〜
9
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
大
久
保
眞
先
生（
バ
リ
ト
ン
）

　「
日
本
語
で
歌
う
オ
ペ
ラ
と
表
現
」

「
表
現
個
人
指
導
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
』」
と
題
し
、
県
オ
ペ
ラ
協

会
の
会
員
ら
を
対
象
に
、
観
客
に
気
持

ち
が
伝
わ
る
発
声
法
な
ど
、
大
久
保
先

生
の
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

【
洋
舞
部
門
】

　（
松
下
美
規
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
9
月
13
日
㈭
〜
14
日
㈮

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、

県
立
保
育
専
門
学
院
、
高
岡
第
一

高
等
学
校

　
講
師
＝
ア
ダ
ム
・
ハ
ラ
シ
ュ
博
士

（
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
芸
術
大
学
非
言

語
学
科
長
／
パ
ン
ト
マ
イ
ム
）

　
県
洋
舞
協
会
所
属
団
体
の
ダ
ン
サ
ー

な
ど
を
対
象
に
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

ポ
ー
ズ
や
歩
き
方
、
想
像
の
演
技
、
即

興
、空
間
に
お
け
る
力
、押
す
・
引
く
と

い
っ
た
パ
ン
ト
マ
イ
ム
技
術
の
基
礎
を

中
心
に
、
空
間
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か

と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
指
導
し

て
頂
き
ま
し
た
。受
講
者
ら
は
、言
葉
が

な
い
中
で
も
表
情
や
動
作
で
観
客
に
気

持
ち
を
伝
え
る
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

【
邦
楽
部
門
】

　（
瀬
尾
雅
臣
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
9
月
14
日
㈮
〜
15
日
㈯

　
県
教
育
文
化
会
館
集
会
室

　
講
師
＝
野
村
祐
子
先
生（
箏
）

　
邦
楽
協
会
会
員
や
一
般
の
箏
・
十
七

絃
・
三
絃
・
尺
八
を
対
象
に
、「
編
曲

長
唄
越
後
獅
子
」
や
「
六
段
の
調
べ
」

な
ど
の
高
度
な
演
奏
法
を
指
導
し
て
頂

き
ま
し
た
。
受
講
者
ら
は
、
野
村
先
生

の
細
や
か
な
指
導
を
受
け
て
、
更
な
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
み
ま
し
た
。

【
オ
ペ
ラ
部
門
】

　（
加
藤
與
志
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
９
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
坂
本
和
彦
先
生（
指
揮
者
）

　
11
月
24
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
県
民
会

館
で
開
催
さ
れ
る
、
と
や
ま
舞
台
芸
術

祭
２
０
１
２
の
公
演
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
」
の
立
ち
稽
古
演
習
お
よ
び

見
学
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
ら
は
、
坂
本
先

生
の
熱
い
指
導
に
惹
き
つ
け
ら
れ
、
練

習
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

【
合
唱
部
門
】

　（
重
松
秀
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
10
月
27
日
㈯
〜
28
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
浅
野
深
雪
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
合
唱
指
揮
者
）

　
浅
野
先
生
に
は
、
県
内
の
合
唱
団
や

中
高
生
合
唱
部
員
を
対
象
に
、
合
唱
音

楽
の
表
現
法
や
発
声
法
、
指
揮
法
を
受

講
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
丁
寧
に
指
導

し
て
頂
き
ま
し
た
。

  

平
成
24
年
度

  

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

今
後
の
実
施
予
定

【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
小
澤
眞
琴
）

平
成
25
年
１
月
13
日
㈰
・
㈷
〜
14

日
㈪
、
２
月
10
日
㈰
・
㈷
〜
11
日
㈪

〈
講
師
〉
山
上
純
司

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

【
合
唱
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
重
松
秀
子
）

12
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

〈
講
師
〉
浅
野
深
雪
（
合
唱
指
揮
者
）

平
成
25
年
１
月
11
日
㈮
〜
14
日
㈪

〈
講
師
〉
デ
メ
ー
ニ
・
シ
ャ
ロ
ル
タ

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
合
唱
指
揮
者
）（
予
定
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
（
予
定
）

【
オ
ペ
ラ
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
加
藤
與
志
子
）

平
成
25
年
（
日
程
詳
細
未
定
）

〈
講
師
〉
奥
畑
康
夫
（
照
明
家
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
（
予
定
）

【
吹
奏
楽
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
加
納
佑
成
）

12
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

〈
講
師
〉
前
田
綾
子
（
東
京
佼
成
ウ

イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
／
フ
ル
ー

ト
奏
者
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
、
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
（
予
定
）

平
成
25
年
３
月
２
日
㈯
〜
３
日
㈰

〈
講
師
〉
池
田
幸
広
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響

楽
団
／
チ
ュ
ー
バ
奏
者
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
、
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
（
予
定
）

【
日
本
舞
踊
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
花
川
吉
蝶
）

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰

〈
講
師
〉
関
口
隆
幸
（
松
竹
衣
裳
）

〈
場
所
〉
県
教
育
文
化
会
館
5
0
1
号
室

【
洋
舞
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
松
下
美
規
）

平
成
25
年
１
月
11
日
㈮
〜
14
日
㈪

〈
講
師
〉
イ
ヴ
ァ
ン
カ
・
ク
ビ
ツ
ォ

ヴ
ァ
ー
教
授
（
チ
ェ
コ
／
モ
ダ
ン

ダ
ン
ス
）（
予
定
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
、
可
西
舞
踊
研
究
所
ス
タ
ジ
オ

（
予
定
）

【
吹
奏
楽
部
門
】

　（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
11
月
3
日
㈯
・
㈷
〜
4
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、

県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

　
講
師
＝
池
田
幸
広
先
生

　（
N
H
K
交
響
楽
団
／
チ
ュ
ー
バ
奏
者
）

　
池
田
先
生
に
は
、
県
内
の
小
中
高

生
、
大
学
生
の
吹
奏
楽
部
員
や
一
般
の

吹
奏
楽
団
員
を
対
象
に
チ
ュ
ー
バ
の
基

本
奏
法
や
、
練
習
法
を
中
心
に
指
導
し

て
頂
き
ま
し
た
。
受
講
者
ら
は
、
あ
ら

た
め
て
基
礎
の
大
切
さ
を
学
び
、
よ
り

よ
い
演
奏
に
向
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

【
演
劇
部
門
】

　（
松
下
美
規
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
11
月
5
日
㈪

学
校
法
人
高
岡
第
一
学
園
　
附
属

第
一
幼
稚
園
、
第
三
幼
稚
園

　
講
師
＝
蔡チ
ュ
ア
・

曙ス
ー
・

鵬ポ
ン

博
士

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
／
演
出
家
・
戯
曲
作
家
）

　
蔡
博
士
に
は
、
中
国
オ
ペ
ラ
を
基
礎

と
し
た
表
現
法
を
指
導
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
子
供

た
ち
の
表
現
力
・
身
体
力
・
空
間
力
・

対
比
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、

子
供
た
ち
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
有
名

な
童
謡
に
合
わ
せ
て
様
々
な
動
物
を
身

体
で
表
現
し
た
り
、
目
の
動
き
な
ど
で

異
な
る
感
情
を
連
続
的
に
表
現
す
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
園
児
ら

は
、
積
極
的
に
身
体
を
動
か
し
、
活
気

あ
る
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
。

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

平
成
24
年
度

訃
　
報

　
剣
詩
舞
道
家
で
前
芸
文
協
事

務
局
幹
事
の
伊
藤
天
水
先
生
が

８
月
14
日
、
ま
た
、
長
き
に
亘

り
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
の
土
台
を
支
え
て

こ
ら
れ
た
斉
藤
郁
子
さ
ん
が
10

月
９
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
方
に
は
、
富
山
県
の
芸

術
文
化
の
振
興
と
発
展
や
芸
文

協
の
事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご

貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（オペラ部門）大久保　眞先生

（洋舞部門）アダム・ハラシュ博士

（邦楽部門）野村祐子先生

（オペラ部門）坂本和彦先生

（合唱部門）浅野深雪先生

（演劇部門）蔡曙鵬博士

（吹奏楽部門）池田幸広先生

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々

（
平
成
24
年
７
月
以
降
受
賞
順
・
敬
称
略
・
記
名
順
不
同
）

平
成
24
年
度

富
山
県
部
門
功
労
文
化
分
野
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
青
柳
　
碩
襄

　
　
　
　
　
　
　
　
竿
下
　
純
子

　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
信
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
　
　
忍

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
間
藤
紗
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
玲
子

　
　
富
山
国
際
現
代
美
術
展
実
行
委
員
会

平
成
24
年
度
北
日
本
新
聞
文
化
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
犬
島
伸
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
一
郎

平
成
24
年
度

北
日
本
新
聞
文
化
功
労
賞

　
　
富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽
連
盟

　
　
　
　
　
代
表
　
赤
江
　
　
弘

平
成
24
年
度
北
日
本
新
聞
地
域
社
会
賞

　
　
氷
見
網
起
し
木
遣
り
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
　
忠
嗣

平
成
24
年
度
北
日
本
新
聞
芸
術
選
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
川
幡
　
磨
美

第
44
回
日
展

　工
芸
美
術
部
門

　特
選

　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
町
　
薫

平
成
24
年
度
富
山
県
功
労
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
倉
　
雅
美

　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
　
勝
由

　
　
　
　
　
　
　
　
砂
子
阪
政
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
土
合
　
勝
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
　
　
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沼
　
紫
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
弘

平
成
24
年
度

地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
勇

第
17
回
と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
雅
皓

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
真
理
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【
オ
ペ
ラ
部
門
】

　（
加
藤
與
志
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
9
月
8
日
㈯
〜
9
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
大
久
保
眞
先
生（
バ
リ
ト
ン
）

　「
日
本
語
で
歌
う
オ
ペ
ラ
と
表
現
」

「
表
現
個
人
指
導
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
』」
と
題
し
、
県
オ
ペ
ラ
協

会
の
会
員
ら
を
対
象
に
、
観
客
に
気
持

ち
が
伝
わ
る
発
声
法
な
ど
、
大
久
保
先

生
の
熱
の
こ
も
っ
た
指
導
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

【
洋
舞
部
門
】

　（
松
下
美
規
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
9
月
13
日
㈭
〜
14
日
㈮

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、

県
立
保
育
専
門
学
院
、
高
岡
第
一

高
等
学
校

　
講
師
＝
ア
ダ
ム
・
ハ
ラ
シ
ュ
博
士

（
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
芸
術
大
学
非
言

語
学
科
長
／
パ
ン
ト
マ
イ
ム
）

　
県
洋
舞
協
会
所
属
団
体
の
ダ
ン
サ
ー

な
ど
を
対
象
に
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

ポ
ー
ズ
や
歩
き
方
、
想
像
の
演
技
、
即

興
、空
間
に
お
け
る
力
、押
す
・
引
く
と

い
っ
た
パ
ン
ト
マ
イ
ム
技
術
の
基
礎
を

中
心
に
、
空
間
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か

と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
指
導
し

て
頂
き
ま
し
た
。受
講
者
ら
は
、言
葉
が

な
い
中
で
も
表
情
や
動
作
で
観
客
に
気

持
ち
を
伝
え
る
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

【
邦
楽
部
門
】

　（
瀬
尾
雅
臣
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
9
月
14
日
㈮
〜
15
日
㈯

　
県
教
育
文
化
会
館
集
会
室

　
講
師
＝
野
村
祐
子
先
生（
箏
）

　
邦
楽
協
会
会
員
や
一
般
の
箏
・
十
七

絃
・
三
絃
・
尺
八
を
対
象
に
、「
編
曲

長
唄
越
後
獅
子
」
や
「
六
段
の
調
べ
」

な
ど
の
高
度
な
演
奏
法
を
指
導
し
て
頂

き
ま
し
た
。
受
講
者
ら
は
、
野
村
先
生

の
細
や
か
な
指
導
を
受
け
て
、
更
な
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
み
ま
し
た
。

【
オ
ペ
ラ
部
門
】

　（
加
藤
與
志
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
９
月
22
日
㈯
〜
23
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
坂
本
和
彦
先
生（
指
揮
者
）

　
11
月
24
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
県
民
会

館
で
開
催
さ
れ
る
、
と
や
ま
舞
台
芸
術

祭
２
０
１
２
の
公
演
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ

レ
ー
テ
ル
」
の
立
ち
稽
古
演
習
お
よ
び

見
学
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
ら
は
、
坂
本
先

生
の
熱
い
指
導
に
惹
き
つ
け
ら
れ
、
練

習
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

【
合
唱
部
門
】

　（
重
松
秀
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
10
月
27
日
㈯
〜
28
日
㈰

　
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

　
講
師
＝
浅
野
深
雪
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
合
唱
指
揮
者
）

　
浅
野
先
生
に
は
、
県
内
の
合
唱
団
や

中
高
生
合
唱
部
員
を
対
象
に
、
合
唱
音

楽
の
表
現
法
や
発
声
法
、
指
揮
法
を
受

講
者
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
丁
寧
に
指
導

し
て
頂
き
ま
し
た
。

  

平
成
24
年
度

  

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

今
後
の
実
施
予
定

【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
小
澤
眞
琴
）

平
成
25
年
１
月
13
日
㈰
・
㈷
〜
14

日
㈪
、
２
月
10
日
㈰
・
㈷
〜
11
日
㈪

〈
講
師
〉
山
上
純
司

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

【
合
唱
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
重
松
秀
子
）

12
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

〈
講
師
〉
浅
野
深
雪
（
合
唱
指
揮
者
）

平
成
25
年
１
月
11
日
㈮
〜
14
日
㈪

〈
講
師
〉
デ
メ
ー
ニ
・
シ
ャ
ロ
ル
タ

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
合
唱
指
揮
者
）（
予
定
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
（
予
定
）

【
オ
ペ
ラ
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
加
藤
與
志
子
）

平
成
25
年
（
日
程
詳
細
未
定
）

〈
講
師
〉
奥
畑
康
夫
（
照
明
家
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
（
予
定
）

【
吹
奏
楽
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
加
納
佑
成
）

12
月
８
日
㈯
〜
９
日
㈰

〈
講
師
〉
前
田
綾
子
（
東
京
佼
成
ウ

イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
／
フ
ル
ー

ト
奏
者
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
、
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
（
予
定
）

平
成
25
年
３
月
２
日
㈯
〜
３
日
㈰

〈
講
師
〉
池
田
幸
広
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響

楽
団
／
チ
ュ
ー
バ
奏
者
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
、
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
（
予
定
）

【
日
本
舞
踊
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
花
川
吉
蝶
）

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰

〈
講
師
〉
関
口
隆
幸
（
松
竹
衣
裳
）

〈
場
所
〉
県
教
育
文
化
会
館
5
0
1
号
室

【
洋
舞
】

（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
：
松
下
美
規
）

平
成
25
年
１
月
11
日
㈮
〜
14
日
㈪

〈
講
師
〉
イ
ヴ
ァ
ン
カ
・
ク
ビ
ツ
ォ

ヴ
ァ
ー
教
授
（
チ
ェ
コ
／
モ
ダ
ン

ダ
ン
ス
）（
予
定
）

〈
場
所
〉
富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
、
可
西
舞
踊
研
究
所
ス
タ
ジ
オ

（
予
定
）

【
吹
奏
楽
部
門
】

　（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
11
月
3
日
㈯
・
㈷
〜
4
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
、

県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

　
講
師
＝
池
田
幸
広
先
生

　（
N
H
K
交
響
楽
団
／
チ
ュ
ー
バ
奏
者
）

　
池
田
先
生
に
は
、
県
内
の
小
中
高

生
、
大
学
生
の
吹
奏
楽
部
員
や
一
般
の

吹
奏
楽
団
員
を
対
象
に
チ
ュ
ー
バ
の
基

本
奏
法
や
、
練
習
法
を
中
心
に
指
導
し

て
頂
き
ま
し
た
。
受
講
者
ら
は
、
あ
ら

た
め
て
基
礎
の
大
切
さ
を
学
び
、
よ
り

よ
い
演
奏
に
向
け
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

【
演
劇
部
門
】

　（
松
下
美
規
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　
11
月
5
日
㈪

学
校
法
人
高
岡
第
一
学
園
　
附
属

第
一
幼
稚
園
、
第
三
幼
稚
園

　
講
師
＝
蔡チ
ュ
ア
・

曙ス
ー
・

鵬ポ
ン

博
士

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
／
演
出
家
・
戯
曲
作
家
）

　
蔡
博
士
に
は
、
中
国
オ
ペ
ラ
を
基
礎

と
し
た
表
現
法
を
指
導
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
子
供

た
ち
の
表
現
力
・
身
体
力
・
空
間
力
・

対
比
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、

子
供
た
ち
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
有
名

な
童
謡
に
合
わ
せ
て
様
々
な
動
物
を
身

体
で
表
現
し
た
り
、
目
の
動
き
な
ど
で

異
な
る
感
情
を
連
続
的
に
表
現
す
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
園
児
ら

は
、
積
極
的
に
身
体
を
動
か
し
、
活
気

あ
る
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り

ま
し
た
。

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

平
成
24
年
度

訃
　
報

　
剣
詩
舞
道
家
で
前
芸
文
協
事

務
局
幹
事
の
伊
藤
天
水
先
生
が

８
月
14
日
、
ま
た
、
長
き
に
亘

り
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
の
土
台
を
支
え
て

こ
ら
れ
た
斉
藤
郁
子
さ
ん
が
10

月
９
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
方
に
は
、
富
山
県
の
芸

術
文
化
の
振
興
と
発
展
や
芸
文

協
の
事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご

貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（オペラ部門）大久保　眞先生

（洋舞部門）アダム・ハラシュ博士

（邦楽部門）野村祐子先生

（オペラ部門）坂本和彦先生

（合唱部門）浅野深雪先生

（演劇部門）蔡曙鵬博士

（吹奏楽部門）池田幸広先生

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々

（
平
成
24
年
７
月
以
降
受
賞
順
・
敬
称
略
・
記
名
順
不
同
）

平
成
24
年
度

富
山
県
部
門
功
労
文
化
分
野
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
青
柳
　
碩
襄

　
　
　
　
　
　
　
　
竿
下
　
純
子

　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
　
信
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
　
　
忍

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
間
藤
紗
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
玲
子

　
　
富
山
国
際
現
代
美
術
展
実
行
委
員
会

平
成
24
年
度
北
日
本
新
聞
文
化
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
犬
島
伸
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
一
郎

平
成
24
年
度

北
日
本
新
聞
文
化
功
労
賞

　
　
富
山
県
社
会
人
吹
奏
楽
連
盟

　
　
　
　
　
代
表
　
赤
江
　
　
弘

平
成
24
年
度
北
日
本
新
聞
地
域
社
会
賞

　
　
氷
見
網
起
し
木
遣
り
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
　
忠
嗣

平
成
24
年
度
北
日
本
新
聞
芸
術
選
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
川
幡
　
磨
美

第
44
回
日
展

　工
芸
美
術
部
門

　特
選

　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
町
　
薫

平
成
24
年
度
富
山
県
功
労
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
倉
　
雅
美

　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
　
勝
由

　
　
　
　
　
　
　
　
砂
子
阪
政
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
土
合
　
勝
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
　
　
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沼
　
紫
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
弘

平
成
24
年
度

地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
勇

第
17
回
と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
雅
皓

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
川
　
真
理
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9
月
19
日
㈬
南
砺
市
立
福
光
東
部
小

学
校
に
於
い
て
、
声
楽
と
洋
楽
の
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
第
1
部
の
碓
井
智
子

氏
（
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）
と
碓
井
陽
子

氏
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
公
演
で
は
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
映
画
の
楽
し
い
曲
や
、「
日
本

の
歌
メ
ド
レ
ー
」
と
し
て
「
夕
や
け
こ

や
け
」、「
も
み
じ
」
な
ど
昔
か
ら
歌
わ

れ
て
い
る
懐
か
し
い
曲
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
第
2
部
で
は
、
富
山
ブ
ラ
ス
ア

カ
デ
ミ
ー
が
「
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
」

や
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
よ
り 

と
な
り

の
ト
ト
ロ
、
さ
ん
ぽ
」
な
ど
6
曲
を
演

奏
。
楽
器
の
紹
介
も
行
い
、
子
供
た
ち

は
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
22
日
㈯
は
渋
川
流
剣
詩
舞
道 

菊
帆
会
に
よ
る
詩
吟
剣
舞
の
公
演
が
富

山
市
立
山
室
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、「
祝
賀
の
詞
」
や
「
水
戸
八
景
」

な
ど
5
演
目
を
披
露
。
力
強
い
剣
さ
ば

き
や
舞
に
、
会
場
を
埋
め
た
観
客
ら
は

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
27
日
㈭
富
山
市
立
藤
ノ
木
中
学

校
に
於
い
て
、
県
日
本
舞
踊
協
会
・
県

邦
楽
協
会
に
よ
る
合
同
公
演
と
、
と
や

ま
レ
デ
ィ
ー
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

O
A
S
I
S
（
オ
ア
シ
ス
）
に
よ
る
洋

楽
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
同
公
演

で
は
、「
雨
の
五
郎
」「
藤
娘
」「
流
星
」

の
3
演
目
で
息
の
あ
っ
た
長
唄
・
三
味

線
・
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
、
し
な
や
か

な
舞
を
披
露
。
続
い
て
の
洋
楽
公
演
で

は
、「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
や
「
パ

イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
」
な

ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
ま
で
幅
広
く
演
奏
し
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
㈮
社
会
福
祉
法
人
市
野
瀬

福
祉
会

　戸出
西
部
保
育
園
に
於
い
て
、

洋
舞
と
日
本
舞
踊
の
公
演
を
行
い
ま
し

た
。
中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

に
よ
る
洋
舞
公
演
で
は
、「
レ
ッ
ツ
・

バ
レ
エ
」
や
「
タ
オ
ル
ダ
ン
ス
」
と
題

し
、
子
供
た
ち
も
一
緒
に
体
を
動
か

し
、
楽
し
み
ま
し
た
。
日
舞
公
演
は
、

藤
間
勘
登
栄
社
中
と
藤
間
香
寿
富
社
中

が
「
浦
島
」
な
ど
3
演
目
を
華
や
か
に

舞
い
、「
桃
太
郎
」
で
は
、
子
供
た
ち

も
踊
り
に
参
加
す
る
な
ど
、
和
や
か
な

公
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
14
日
㈰
の
大
正
琴
、
洋
舞
、
邦

楽
の
公
演
は
、
氷
見
市
民
会
館
で
行
い

ま
し
た
。
第
1
部
は
、
琴
城
流
富
山
琴

翔
支
部
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
。「
情

熱
の
花
」、「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
な

ど
計
3
曲
を
、
情
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
で

披
露
し
ま
し
た
。
第
2
部
は
、
和
田
朝

子
舞
踊
研
究
所
に
よ
る
「
モ
ー
ツ
ァ
ル

平
成
24
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

ト
よ
り
交
響
曲
第
29
番
」
な
ど
計
13
演

目
を
上
演
。
子
供
た
ち
が
愛
ら
し
い
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
舞
台
を
展
開
し
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
第
3
部
の
増

井
雅
柊
盈
社
中
（
柊
会
）、
小
熊
貴
昭

氏
（
尺
八
）
に
よ
る
邦
楽
公
演
は
、「
さ

く
ら
〜
祈
り
」
か
ら
始
ま
り
3
曲
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。「
つ
る
の
恩
返
し
」

で
は
、
舞
台
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
物
語
の

映
像
が
投
影
さ
れ
、
物
語
と
箏
・
尺
八

の
音
色
が
一
体
と
な
り
、
観
客
の
心
に

響
き
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
㈯
に
富
山
市
立
水
橋
中
部

公
民
館
に
て
行
わ
れ
た
邦
楽
と
吹
奏
楽

の
公
演
で
は
、
富
士
原
文
以
千
乃
社
中

（
華
糸
の
会
）
と
富
山
県
立
水
橋
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
が
出
演
。
邦
楽
公
演
で

は
、
し
っ
と
り
し
た
「
こ
き
り
こ
の
風
」

の
演
奏
の
他
、
箏
と
尺
八
の
楽
器
説
明

も
行
わ
れ
、
観
客
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
吹
奏
楽
公
演
は
、「
宮

崎
駿
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
の
演
奏

で
始
ま
り
、
途
中
ソ
ロ
や
デ
ュ
オ
を
は

さ
む
な
ど
、
活
気
あ
ふ
れ
る
演
奏
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
、
演
奏
後
は
ア
ン

コ
ー
ル
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
10
月
23
日
㈫
は
、
西
川
扇
重
京
氏
、

藤
間
松
山
社
中
、
藤
間
藤
紗
枝
社
中
に

よ
る
日
本
舞
踊
と
大
地
の
会
女
声
合
唱

団
、
内
山
太
一
氏（
指
揮
）・
内
山
節
子

氏（
ピ
ア
ノ
）に
よ
る
公
演
が
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
常
楽
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
舞
公
演
で
は
、「
花
の
三
番
叟
」

な
ど
3
演
目
を
優
雅
に
舞
い
ま
し
た
。

合
唱
・
声
楽
公
演
で
は
、「
森
へ
行
き

ま
し
ょ
う
」
な
ど
7
曲
を
歌
い
上
げ
、

馴
染
み
の
あ
る「
ふ
る
さ
と
」が
披
露
さ

れ
る
と
、
お
年
寄
り
ら
も
一
緒
に
大
き

な
声
で
歌
い
、
出
演
者
と
観
客
が
共
に

楽
し
ん
だ
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
19
日
㈪

社
会
福
祉
法
人
毅
行
福
祉
会

中
加
積
保
育
園

【
合
唱
・
声
楽
】歌
と
ダ
ン
ス
：

E
S
P
O
I
R（
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
）

11
月
21
日
㈬

高
岡
市
立
東
部
公
民
館

【
邦
楽
】坪
内
隆
悦（
尺
八
・
唄
）、

本
田
麻
優
美（
胡
弓
・
唄
）、桂
博

佳（
箏
）

【
詩
吟
剣
舞
】渋
川
流
剣
詩
舞
道

菊
帆
会
、天
蕙
会
、天
水
会

11
月
27
日
㈫

富
山
県
立
高
志
支
援
学
校

【
邦
楽
】沢
井
箏
曲
院（
さ
つ
き
会
）

【
洋
楽
】ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　

A
r
c
―

e
n
―

c
i
e
l

12
月
18
日
㈫

魚
津
保
育
園

【
合
唱
・
声
楽
】横
内
桂
子（
ソ
プ
ラ

ノ
）、丸
杉
國
子（
ピ
ア
ノ
）

【
洋
楽
】ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
グ
ラ
ー

ツ
ィ
ア

平
成
25
年
2
月
9
日
㈯

高
岡
市
立
能
町
公
民
館

【
邦
楽
】邦
楽
サ
ー
ク
ル「
か
た
か
ご
」

【
洋
舞
】谷
井
よ
う
子
舞
踊
研
究
所

平
成
25
年
2
月
24
日
㈰

小
矢
部
市
立
正
得
公
民
館

【
吹
奏
楽
】コ
ン
ツ
ェ
ル
テ
・
エ
ロ

イ
カ

【
洋
舞
】可
西
舞
踊
研
究
所

今
後
の
日
程

平
成
24
年
度

　県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

９月22日　富山市立山室小学校体育館

９月19日　南砺市立福光東部小学校

10月12日　社会福祉法人市野瀬福祉会　戸出西部保育園

９月27日　富山市立藤ノ木中学校

10月20日　富山市立水橋中部公民館

10月14日　氷見市民会館

10月23日　特別養護老人ホーム常楽園
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9
月
19
日
㈬
南
砺
市
立
福
光
東
部
小

学
校
に
於
い
て
、
声
楽
と
洋
楽
の
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
第
1
部
の
碓
井
智
子

氏
（
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）
と
碓
井
陽
子

氏
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
公
演
で
は
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
映
画
の
楽
し
い
曲
や
、「
日
本

の
歌
メ
ド
レ
ー
」
と
し
て
「
夕
や
け
こ

や
け
」、「
も
み
じ
」
な
ど
昔
か
ら
歌
わ

れ
て
い
る
懐
か
し
い
曲
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
第
2
部
で
は
、
富
山
ブ
ラ
ス
ア

カ
デ
ミ
ー
が
「
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
」

や
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
よ
り 

と
な
り

の
ト
ト
ロ
、
さ
ん
ぽ
」
な
ど
6
曲
を
演

奏
。
楽
器
の
紹
介
も
行
い
、
子
供
た
ち

は
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
22
日
㈯
は
渋
川
流
剣
詩
舞
道 

菊
帆
会
に
よ
る
詩
吟
剣
舞
の
公
演
が
富

山
市
立
山
室
小
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、「
祝
賀
の
詞
」
や
「
水
戸
八
景
」

な
ど
5
演
目
を
披
露
。
力
強
い
剣
さ
ば

き
や
舞
に
、
会
場
を
埋
め
た
観
客
ら
は

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
27
日
㈭
富
山
市
立
藤
ノ
木
中
学

校
に
於
い
て
、
県
日
本
舞
踊
協
会
・
県

邦
楽
協
会
に
よ
る
合
同
公
演
と
、
と
や

ま
レ
デ
ィ
ー
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

O
A
S
I
S
（
オ
ア
シ
ス
）
に
よ
る
洋

楽
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
同
公
演

で
は
、「
雨
の
五
郎
」「
藤
娘
」「
流
星
」

の
3
演
目
で
息
の
あ
っ
た
長
唄
・
三
味

線
・
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
、
し
な
や
か

な
舞
を
披
露
。
続
い
て
の
洋
楽
公
演
で

は
、「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
や
「
パ

イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
」
な

ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
ま
で
幅
広
く
演
奏
し
ま
し
た
。

　
10
月
12
日
㈮
社
会
福
祉
法
人
市
野
瀬

福
祉
会

　戸出
西
部
保
育
園
に
於
い
て
、

洋
舞
と
日
本
舞
踊
の
公
演
を
行
い
ま
し

た
。
中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

に
よ
る
洋
舞
公
演
で
は
、「
レ
ッ
ツ
・

バ
レ
エ
」
や
「
タ
オ
ル
ダ
ン
ス
」
と
題

し
、
子
供
た
ち
も
一
緒
に
体
を
動
か

し
、
楽
し
み
ま
し
た
。
日
舞
公
演
は
、

藤
間
勘
登
栄
社
中
と
藤
間
香
寿
富
社
中

が
「
浦
島
」
な
ど
3
演
目
を
華
や
か
に

舞
い
、「
桃
太
郎
」
で
は
、
子
供
た
ち

も
踊
り
に
参
加
す
る
な
ど
、
和
や
か
な

公
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
14
日
㈰
の
大
正
琴
、
洋
舞
、
邦

楽
の
公
演
は
、
氷
見
市
民
会
館
で
行
い

ま
し
た
。
第
1
部
は
、
琴
城
流
富
山
琴

翔
支
部
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
。「
情

熱
の
花
」、「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」
な

ど
計
3
曲
を
、
情
感
あ
ふ
れ
る
演
奏
で

披
露
し
ま
し
た
。
第
2
部
は
、
和
田
朝

子
舞
踊
研
究
所
に
よ
る
「
モ
ー
ツ
ァ
ル

平
成
24
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

ト
よ
り
交
響
曲
第
29
番
」
な
ど
計
13
演

目
を
上
演
。
子
供
た
ち
が
愛
ら
し
い
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
舞
台
を
展
開
し
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
第
3
部
の
増

井
雅
柊
盈
社
中
（
柊
会
）、
小
熊
貴
昭

氏
（
尺
八
）
に
よ
る
邦
楽
公
演
は
、「
さ

く
ら
〜
祈
り
」
か
ら
始
ま
り
3
曲
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。「
つ
る
の
恩
返
し
」

で
は
、
舞
台
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
物
語
の

映
像
が
投
影
さ
れ
、
物
語
と
箏
・
尺
八

の
音
色
が
一
体
と
な
り
、
観
客
の
心
に

響
き
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
㈯
に
富
山
市
立
水
橋
中
部

公
民
館
に
て
行
わ
れ
た
邦
楽
と
吹
奏
楽

の
公
演
で
は
、
富
士
原
文
以
千
乃
社
中

（
華
糸
の
会
）
と
富
山
県
立
水
橋
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
が
出
演
。
邦
楽
公
演
で

は
、
し
っ
と
り
し
た
「
こ
き
り
こ
の
風
」

の
演
奏
の
他
、
箏
と
尺
八
の
楽
器
説
明

も
行
わ
れ
、
観
客
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
吹
奏
楽
公
演
は
、「
宮

崎
駿
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
の
演
奏

で
始
ま
り
、
途
中
ソ
ロ
や
デ
ュ
オ
を
は

さ
む
な
ど
、
活
気
あ
ふ
れ
る
演
奏
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
、
演
奏
後
は
ア
ン

コ
ー
ル
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
10
月
23
日
㈫
は
、
西
川
扇
重
京
氏
、

藤
間
松
山
社
中
、
藤
間
藤
紗
枝
社
中
に

よ
る
日
本
舞
踊
と
大
地
の
会
女
声
合
唱

団
、
内
山
太
一
氏（
指
揮
）・
内
山
節
子

氏（
ピ
ア
ノ
）に
よ
る
公
演
が
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
常
楽
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
舞
公
演
で
は
、「
花
の
三
番
叟
」

な
ど
3
演
目
を
優
雅
に
舞
い
ま
し
た
。

合
唱
・
声
楽
公
演
で
は
、「
森
へ
行
き

ま
し
ょ
う
」
な
ど
7
曲
を
歌
い
上
げ
、

馴
染
み
の
あ
る「
ふ
る
さ
と
」が
披
露
さ

れ
る
と
、
お
年
寄
り
ら
も
一
緒
に
大
き

な
声
で
歌
い
、
出
演
者
と
観
客
が
共
に

楽
し
ん
だ
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
19
日
㈪

社
会
福
祉
法
人
毅
行
福
祉
会

中
加
積
保
育
園

【
合
唱
・
声
楽
】歌
と
ダ
ン
ス
：

E
S
P
O
I
R（
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
）

11
月
21
日
㈬

高
岡
市
立
東
部
公
民
館

【
邦
楽
】坪
内
隆
悦（
尺
八
・
唄
）、

本
田
麻
優
美（
胡
弓
・
唄
）、桂
博

佳（
箏
）

【
詩
吟
剣
舞
】渋
川
流
剣
詩
舞
道

菊
帆
会
、天
蕙
会
、天
水
会

11
月
27
日
㈫

富
山
県
立
高
志
支
援
学
校

【
邦
楽
】沢
井
箏
曲
院（
さ
つ
き
会
）

【
洋
楽
】ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　

A
r
c
―

e
n
―

c
i
e
l

12
月
18
日
㈫

魚
津
保
育
園

【
合
唱
・
声
楽
】横
内
桂
子（
ソ
プ
ラ

ノ
）、丸
杉
國
子（
ピ
ア
ノ
）

【
洋
楽
】ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
グ
ラ
ー

ツ
ィ
ア

平
成
25
年
2
月
9
日
㈯

高
岡
市
立
能
町
公
民
館

【
邦
楽
】邦
楽
サ
ー
ク
ル「
か
た
か
ご
」

【
洋
舞
】谷
井
よ
う
子
舞
踊
研
究
所

平
成
25
年
2
月
24
日
㈰

小
矢
部
市
立
正
得
公
民
館

【
吹
奏
楽
】コ
ン
ツ
ェ
ル
テ
・
エ
ロ

イ
カ

【
洋
舞
】可
西
舞
踊
研
究
所

今
後
の
日
程

平
成
24
年
度

　県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

９月22日　富山市立山室小学校体育館

９月19日　南砺市立福光東部小学校

10月12日　社会福祉法人市野瀬福祉会　戸出西部保育園

９月27日　富山市立藤ノ木中学校

10月20日　富山市立水橋中部公民館

10月14日　氷見市民会館

10月23日　特別養護老人ホーム常楽園
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夏
の
し
つ
ら
え

―
日
本
家
屋
の
涼
と
美
―

　
7
月
28
日
㈯
〜
8
月
21
日
㈫

　
樂
翠
亭
美
術
館

荒
川
豊
水
墨
画
展

　
8
月
10
日
㈮
〜
9
月
10
日
㈪

　
呉
羽
ハ
イ
ツ
地
下
展
示
場

も
の
派
と
そ
の
周
辺

―
も
の
の
こ
と
―

　
8
月
30
日
㈭
〜
11
月
25
日
㈰

　
樂
翠
亭
美
術
館
、

　
城
址
公
園
前
ビ
ル
２
Ｆ
展
示
場

郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
４
　

川
原
和
夫
展

　
9
月
1
日
㈯
〜
10
月
8
日
㈷

　
砺
波
市
美
術
館

第
24
回
グ
ラ
ン
パ
パ
・
マ
マ
あ
り
が

と
う
絵
手
紙
展

　
9
月
14
日
㈮
〜
9
月
16
日
㈰

　
㈶
大
谷
芸
術
交
流
館

総
合
カ
レ
ッ
ジ
S
E
O
創
立
45
周
年

記
念
式
典
並
び
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｗ

Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
１
２
ス
ペ
イ
ン
海
外
公

演
壮
行
会

　
9
月
22
日
㈯

　
砺
波
市
文
化
会
館
　
小
ホ
ー
ル

'12  
抱
竹
会
書
展

　
9
月
29
日
㈯
〜
10
月
1
日
㈪

　
富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ

第
15
回
記
念
　
北
陸
創
玄
展

　
10
月
6
日
㈯
〜
10
月
8
日
㈪

　
富
山
県
民
会
館
　
地
下
展
示
室

第
25
回
富
山
県
壮
吟
会
　
温
習
発
表

吟
道
大
会

　
10
月
14
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
44
回
北
陸
雪
心
会
書
作
展

　
10
月
19
日
㈮
〜
10
月
21
日
㈰

　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
3
F

第
24
回
大
正
琴
の
集
い
「
大
響
宴
」

　
10
月
21
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

平
成
24
年
度
「
秋
の
北
國
宝
生
能
」

　
10
月
21
日
㈰

　
石
川
県
立
能
楽
堂

第
17
回
書
燈
社
書
作
展

　
10
月
26
日
㈮
〜
10
月
28
日
㈰

　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
3
F

ヴ
ェ
ロ
ニ
ッ
ク
・
ボ
ン
ヌ
カ
ー
ズ
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
＆
公
開
レ
ッ
ス
ン

　
10
月
31
日
㈬

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

ｉ
ｕ
ｙ
展
（
井
波
谷
栄
：
油
彩
画
、

山
辺
早
苗
：
ロ
ー
プ
ア
ー
ト
、
姥
塚

す
ゞ
恵
：
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）

　
11
月
2
日
㈮
〜
11
月
11
日
㈰

　
星
の
街
ギ
ャ
ラ
リ
ー

立
山
町
音
楽
協
会
設
立
50
周
年
記
念

招
待
音
楽
会

　
11
月
11
日
㈰

　
立
山
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

高
岡
園
遊
会
2
0
1
2
〜
金
沢
芸
妓

衆
と
城
端
庵
唄
保
存
会
の
競
演
〜

　
11
月
11
日
㈰

　
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

第
31
回
叢
声
楽
苑
発
表
会

Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
カ
デ

ミ
ー
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

Ｖ
ｏ
ｌ
・
１

　
11
月
11
日
㈰

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

男
声
合
唱
団
Ｋ
＆
ク
ル
ー
結
成
40
周

年
記
念
　
第
34
回
演
奏
会

　
11
月
17
日
㈯

　
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

　
12
月
2
日
㈰

　
ウ
ィ
ン
グ
・
ウ
ィ
ン
グ
高
岡

コ
ー
ロ
・
ピ
ア
ー
チ
ェ
　

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
11
月
17
日
㈯

　
富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

　
5
F
大
ホ
ー
ル

第
19
回
秋
を
彩
る
　

北
日
本
い
け
ば
な
展

　
11
月
24
日
㈯
〜
11
月
25
日
㈰

　
新
川
文
化
ホ
ー
ル

大
川
都
バ
レ
エ
教
室

　
11
月
25
日
㈰

　
黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー

　
コ
ラ
ー
レ

小
さ
な
音
楽
会

　
12
月
8
日
㈯

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

西
川
扇
城
緒
師
籍
25
周
年
記
念
　

西
川
流
緒
の
会
舞
踊
会

　
12
月
9
日
㈰

　
高
岡
市
民
会
館

富
山
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
　
第
53
回
定
期
演
奏
会

　
12
月
15
日
㈯

　
富
山
県
民
会
館

第
51
回
田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究
所
発

表
会

　
12
月
23
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
オ
ペ
ラ

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

　
1
月
6
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
22
回
Ｋ
Ｍ
Ｃ
コ
ン
サ
ー
ト

　
1
月
20
日
㈰

　
富
山
県
教
育
文
化
会
館

ト
ヨ
タ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
〜
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
楽
し
も
う
！
〜

　
1
月
20
日
㈰

　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

劇
団
P
．O
．D
．特
別
公
演

「
越
中
国
守
　
大
伴
家
持
」

　
2
月
9
日
㈯
〜
2
月
10
日
㈰

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル

平
成
24
年
度
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
！
郷
土

の
音
楽
家
た
ち
コ
ン
サ
ー
ト

「
歌
舞
伎
で
綴
る
〜
美
し
い
日
本
の

う
た
」

　
2
月
23
日
㈯
〜
2
月
24
日
㈰

　
23
日
：
富
山
県
教
育
文
化
会
館

ホ
ー
ル

　
24
日
：
富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

収
蔵
記
念
高
橋
明
日玉
回
顧
展
〜
カ
ン

ト
リ
ー
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
〜

　
3
月
2
日
㈯
〜
3
月
31
日
㈰

　
滑
川
市
立
博
物
館
　
企
画
展
示
室

第
27
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

コ
ン
サ
ー
ト

　
3
月
15
日
㈮

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
30
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル

コ
ン
ク
ー
ル
予
選
：

　
　
　
　
3
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

コ
ン
ク
ー
ル
本
選
：
3
月
20
日
㈷

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
30
回
富
山
県
新
人
演
奏
会

3
月
17
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

富
山
芙
蓉
吟
詠
会
第
六
回
吟
道
大
会

　
4
月
14
日
㈰

　
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
44
回
日
展
富
山
展

　
4
月
27
日
㈯
〜
5
月
19
日
㈰

　
富
山
県
民
会
館

南
砺
市
い
な
み
全
国
連
句
大
会

2
0
1
3

　
8
月
3
日
㈯
〜
8
月
4
日
㈰

瑞
泉
寺
　
井
波
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
エ
イ
ト
ホ
ー
ル

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

● 

ご
寄
付 

●

富
山
県
邦
楽
協
会
　
20
万
円

青
柳
　
碩
襄
氏
　
　
10
万
円

前
田
　
玲
子
氏
　
　
５
万
円

　
富
山
県
邦
楽
協
会
、
青
柳
碩

襄
氏
、
前
田
玲
子
氏
か
ら
、
芸

文
協
事
業
の
た
め
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
、
ご
寄
付
頂
き
ま

し
た
。
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、

皆
様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。


